
キャラクター名 プレイヤー名 スキル名 SL コスト タイミング 射程 対象 判定 制限 メモ

効果：

シンドローム ワークス カヴァー
効果：

年齢 性別オプショナル

覚醒 衝動 初期侵食率 % 効果：

出自 経験 邂逅 効果：

基本値 ワークス ボーナス 成長 他修正 能力値 HP
効果：

肉体 行動値
感覚

効果：
精神 戦闘移動
社会 全力移動

効果：

肉体 感覚 精神 社会
技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 技能 SL 修正 効果：

白兵 射撃 ＲＣ 交渉
回避 知覚 意志 調達 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

運転： 芸術： 知識： 情報： 効果：

運転： 芸術： 知識： 情報：

効果：
武器・コンボ 能力 命中値 攻撃力 射程 メモ

効果：

効果：

防具 価格 装甲 回避 行動 メモ 効果：

合計装甲： 合計回避：
所持品

ロイス
対象 タイ 消費タス

P N

P N

P N

P N

P N

P N

P N

(非装備時)

G値

感情(pos) 感情(neg)

最大財産P: 残り財産P：

サロメ・M・コードウェル

ウロボロス
ウロボロス

FHセルリーダーD

不明

無知

政治権力

嫌悪

実験体

探偵事務所所長兼喫茶店店長

♀

43

欲望：愛情

2
2
4
0 1

0
0
3
0

2
2
7
1

31
11
11
16
32

6 1
1 6

〈芸術：喫茶店〉　「エンブレム：ペルソナショップ」選択 〈情報：FH〉5 1

　　 0

0 0

Dロイス：原初の子
【RE】アルフレッド・J・コードウェル
【OR】美国家

シナリオ：ヨハン・C・コードウェル

傾倒
憧憬
慈愛

偏愛
隔意
食傷

エンブレム：畏怖
エンブレム：バッドフレンド
エンブレム：ペルソナショップ
エンブレム：亡霊の御印

コネ：専門家〈知識：レネゲイド〉
コネ：要人への貸し

コネ：手配師
思い出の一品

14 14

ワーディング

リザレクト

原初の赤：《天性のひらめき》

混沌なる主

原初の紫：《氷壁》

リフレックス：ウロボロス

原初の黒：《時の棺》

原初の灰：《砂塵の帳》

イージーフェイカー：真相告白

消去の号令

無面目

★

0

3

6

1

2

1

1

★

★

1

-

1d10

4

1

6

2

12

9

1

3

3

オート

気絶時

メジャー

効果

オート

リアクション

オート

オート

メジャー

メジャー

オート

視界

-

-

-

至近

至近

視界

視界

至近

至近

至近

シーン

自身

-

-

自身

自身

単体

単体

単体

単体

自身

自動

自動

-

-

効果

-

自動

自動

自動

対決

自動

-

↓100

100%

120%

非オーヴァードのエキストラ化

コスト分のHPで復活

戦闘中以外判定C値-Lv（下限値7）

《原初の●》系エフェクト達成値+[Lv×2]

「射程：視界」対象命中判定と対決判定、勝利時対象攻撃失敗、使用後[行動済み]

判定C値-Lv（下限値7）

＜ｼﾅﾘｵ1回＞　対象判定直前使用、対象判定自動失敗

＜ｼﾅﾘｵ1回＞　対象命中判定直前使用、判定自動失敗

＜ｼﾅﾘｵ1回＞　対象に真実を告白させる

対象〈RC〉判定勝利時、イージー効果解除

オーヴァードであることを隠す

「心の声に従いなさい。それがあなたの使命（コード）であると言うのなら」

FHはFH内部だけでなく、外部の研究機関などの外部組織の多くとも提携しレネゲイド研究を進めている。
彼女はそういった「FHセル以外のFH提携研究機関」とFH内部をつなげるパイプ役のようなものだ。
しかし彼女が行うのはあくまで「管理」であり、外部研究の全体的な指示を行うのは当然コードウェル博士。
彼女はその指示に従い、関係組織・関係者に対して通達・伝令、必要があれば解体を行うなどといった、いわば「中間管理職」に過ぎない。
マスターレイスの名前はあえて指名されず、彼女自身も「私は子でもありビジネスパートナーみたいなものなので」と語っている。
コードウェル博士の所有物には違いないが、それが有益であると認識すれば、他ロードの提案にも乗じ、作戦を行うようだ。
仕事・場所・立場を選ばないことと、その独特な能力による高い作戦遂行率から、関係者たちから「コードマスター」と呼ばれる。

彼女の正体については謎が多いが、コードウェル博士は彼女を「一番新しき原初の子」と名付けているようだ。
彼女はここ最近になって発見・研究されたウロボロスシンドロームの、いわば「第一感染者」と呼ばれる存在。
認知・研究され、データ上で初めて「ウロボロスシンドロームとして認められたオーヴァード」、そして
「ウロボロスシンドローム感染者として実験・研究されたオーヴァード」の第一号である。
コードウェル博士が発表したウロボロスに関しての研究データなどは、彼女の体がコードウェル博士によって研究・分析され出来上がったもの。
今日に至るまでの研究成果は一定数のウロボロスシンドローム感染者の重ねた研究あってのものだが、
その基礎を作り上げる元となったのは彼女の存在に他ならない。故に「エフェクトを取りこみ、進化させる」という面を利用し、
オーヴァードの能力自体の万能性を引き上げているのは彼女の得意分野に他ならない。
そういった経緯もあり、コードウェル博士からは「ウロボロス計画」の要、そしてFH内で行う仕事に関しての重要局面で積極的に
彼女をそばに置いて起用するなど、あらゆる意味での重要人物の一人として強く信頼されていると思われる。
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